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楓
友
合
全
国
史
郎
組
織
の
完
成
に
寄
せ
て

立
命
館
大
学
親
友
会
合
長
　
大
庫

輿
雄

（
昭
和
二
四
年
卒
）

錦
秋
の
候
、
会
員
各
位
に
は
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
機

友
会
の
運
営
や
諸
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
素
よ
り
、
何
か
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
た
く
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
前
回
定
時
総
会
で
前
会
長

の
島
田
泰
男
氏
よ
り
本
会
会
長
を
引
き
継

が
せ
て
頂
き
、
満
二
年
が
経
過
致
し
ま
し

た
。
母
校
の
資
料
に
よ
れ
ば
機
友
会
は
昭

和
十
六
年
に
学
生
組
織
と
し
て
創
設
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
実
に
六
十
年
の
歴

史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま

理
工
学
部
の
歴
史
そ
の
も
の
に
重
な
っ
て

お
り
、
長
い
伝
統
と
実
績
を
有
す
る
機
友

会
会
長
職
の
責
任
の
重
さ
を
一
段
と
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
全
国
各
地
で
ご
活
躍
の

会
員
各
位
の
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
機

友
会
の
発
展
と
母
校
立
命
館
大
学
の
発
展

の
た
め
、
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ひ
き
続
き
格
別
の
ご
理
解
と
ご
鞭

樋
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

機
友
会
は
機
械
工
学
科
お
よ
び
ロ
ボ
テ

イ
ク
ス
学
科
の
卒
業
生
・
在
学
生
な
ら
び

に
機
械
シ
ス
テ
ム
系
大
学
院
の
卒
業
生
・

在
学
生
、
さ
ら
に
機
械
シ
ス
テ
ム
系
教
職

員
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
卒
業
生
だ
け

で
も
す
で
に
七
千
名
を
越
え
る
巨
大
な
組

織
に
成
長
し
て
参
り
ま
し
た
。
本
会
で
は

過
年
来
、
全
国
を
十
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割

し
た
全
国
規
模
の
支
部
組
織
結
成
の
大
事

業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
島
田

前
会
長
を
中
心
に
、
役
員
各
位
な
ら
び
に

全
国
各
地
の
会
員
各
位
の
軌
蓄
心
溢
れ
る
ご

協
力
に
よ
り
、
本
年
三
月
二
十
四
日
に
第

十
三
番
目
の
東
北
支
部
の
設
立
総
会
が
仙

台
で
開
催
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
、
全
国
支

部
組
織
が
す
べ
て
確
立
さ
れ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
第
一
号
の
滋
賀
支
部
が
設
立
さ

れ
た
の
が
平
成
四
年
九
月
六
日
で
し
た
か

ら
、
九
カ
年
に
わ
た
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
り
、
こ
の
支
部
組
織
完
成
は
正
に

機
友
会
の
歴
史
を
画
す
る
大
事
業
で
あ
っ

た
と
存
じ
ま
す
。
各
支
部
設
立
の
た
め
の

諸
準
備
や
設
立
後
の
支
部
運
営
に
つ
い
て
、

各
支
部
の
会
員
各
位
に
は
大
変
な
ご
尽
力

と
多
大
の
ご
支
援
を
賜
り
、
島
田
前
会
長

と
も
ど
も
こ
こ
に
重
ね
て
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
支
部
組
織
の
　
「
生
み
の
親
」
を
島

田
前
会
長
と
す
れ
ば
、
私
は
さ
し
ず
め
「
育

て
の
親
」
　
の
役
回
り
か
と
、
そ
の
責
任
を

痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、

機
友
会
本
部
で
は
役
員
会
等
を
し
ば
し
ば

開
催
し
て
、
支
部
活
動
の
支
援
策
を
検
討

致
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
基
本
的
視
点
は

本
部
か
ら
指
令
を
発
す
る
よ
う
な
形
態
は

と
ら
ず
、
す
べ
て
各
支
部
の
方
針
を
尊
重

し
、
支
部
か
ら
出
さ
れ
る
ご
要
望
や
ご
意

見
に
対
し
て
可
能
な
限
り
、
こ
れ
を
実
現

す
る
方
向
で
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
支
部
ご
と
に
立
地
条
件
や
会
員

規
模
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
と
、
本
部
財

政
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
各
支
部
に
対
し
て
十
全
な
支
援
策
は

困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
第
一
段
階

の
具
体
的
措
置
と
し
て
、
平
成
七
年
発
行

の
機
友
会
名
簿
売
上
げ
収
益
の
支
部
還
元

を
行
う
と
と
も
に
、
支
部
総
会
開
催
補
助

金
と
し
て
総
会
開
催
ご
と
に
二
万
円
の
補

助
金
を
交
付
さ
せ
て
頂
き
た
く
、
来
る
本

年
十
一
月
十
七
日
開
催
の
第
十
八
回
定
時

総
会
に
お
諮
り
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

些
少
な
措
置
で
恐
縮
な
が
ら
、
各
支
部
の

ご
意
見
を
広
く
頂
戴
し
な
が
ら
、
機
友
会

お
よ
び
母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

た
く
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
本
会
に
対
し

て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
各
位
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
八
回
概
友
合
総
合
　
舗
演
合

「
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
研
究
の

最
先
端
と
産
業
界
へ
の
展
開
」

立
命
館
大
学
理
工
学
卵
塊
械
工
学
科

教
授
　
田
畑
　
修

体
内
に
入
っ
て
治
療
を
行
う
治
療
機
械

が
実
現
で
き
る
の
か
？
　
そ
の
よ
う
な
夢

に
向
け
た
努
力
が
成
さ
れ
て
い
る
機
械
分

野
が
あ
る
。
腕
時
計
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
の

精
密
機
械
の
製
造
で
培
っ
た
精
密
加
工
技

術
と
L
S
I
の
製
造
で
培
っ
た
半
導
体
微

細
加
工
技
術
を
応
用
し
て
ミ
ク
ロ
ン
オ
ー

ダ
の
ス
ペ
ー
ス
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
集

積
化
し
た
機
械
、
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
で
あ

る
。
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
と
同
様
の
概
念
は
、

米
国
で
は
微
小
電
気
機
械
シ
ス
テ
ム

（
M
E
M
S
‥
M
i
c
r
O
 
E
】
e
c
t
r
O
 
M
e
c
h
a
コ
i
c
a
一

S
y
s
t
e
ヨ
）
、
欧
州
で
は
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ

ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
の
機
能
は
生
物
の
持

つ
多
様
さ
・
複
雑
さ
に
は
未
だ
及
ば
な
い

も
の
の
、
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
の
サ
イ
ズ
は

生
物
と
同
程
度
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
に
ま

で
微
細
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
こ
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
に
、
電
気
、

電
子
、
機
械
、
光
、
化
学
、
な
ど
多
く
の

要
素
が
集
積
化
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
多
種

多
様
な
要
素
機
能
の
集
積
化
に
よ
っ
て
実

現
で
き
る
高
機
能
・
高
付
加
価
値
に
よ
り
、

マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
は
多
く
の
分
野
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
期
待
さ
れ
る
応

用
分
野
は
、
工
業
用
マ
イ
ク
ロ
セ
ン
サ
シ

ス
テ
ム
、
光
情
報
処
理
用
微
小
光
学
シ
ス

テ
ム
、
細
胞
操
作
用
マ
イ
ク
ロ
マ
ニ
ピ
ュ

レ
ー
タ
、
微
小
化
学
分
析
シ
ス
テ
ム
、
薬

品
合
成
用
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
、
遺
伝
子

解
析
用
D
N
A
チ
ッ
プ
、
体
内
埋
込
み
用

医
療
機
器
等
、
実
に
広
範
で
あ
る
。
マ
イ

ク
ロ
マ
シ
ン
は
ナ
ノ
の
世
界
と
マ
ク
ロ
の

世
界
を
結
び
つ
け
る
基
盤
技
術
で
も
あ
り
、

マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
の
市
場
規
模
は
二
〇
一
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よ，【▼¶よ土筆とも，吏二

五
年
に
は
全
世
界
で
六
兆
円
に
拡
大
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン

放
射
光
設
備
や
半
導
体
微
細
加
工
捜
術
を

ベ
ー
ス
に
し
た
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ニ
ン
グ
技

術
研
究
の
最
先
端
と
今
後
の
産
業
界
へ
の

応
用
展
開
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
紹

介
す
る
。

」
．
膏
は
ほ
ほ
ほ
ほ
ほ
謹

．一・Ⅷ

史
郎
だ
よ
り

－
1
－
一
寸
■
t
l
t
卜
t
一
㌧
l
J
竹
丘
、
“
l
t
▲
t
一
t
一
t
‘
J
T
J
●
ヽ
イ

睾
ハ

棟
友
合
泉
北
史
郎
設
立

え
部
長
　
級
本
　
圭
介

（
昭
和
五
十
早
手
）

平
成
十
三
年
三
月
二
四
日
十
三
番
目
の

支
部
と
し
て
東
北
支
部
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
元
々
、
会
員
数
も
少
な
く
、
東
北
出

身
者
も
少
な
い
小
さ
な
支
部
で
す
。
そ
れ

は
機
友
会
の
会
員
が
少
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
立
命
館
大
学
出
身
者
そ
れ
自
体
が
東

北
に
は
少
な
い
の
で
当
然
の
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
人
口
が
東
北
六
県
の
約
半

分
で
、
立
命
館
大
学
か
ら
の
距
離
も
東
北

よ
り
更
に
遠
い
北
海
道
よ
り
少
な
い
の
は

寂
し
い
限
り
で
す
。
何
は
と
も
あ
れ
、
全

国
で
一
番
小
さ
い
支
部
を
最
後
に
立
ち
上

げ
た
の
で
す
。

仙
台
駅
近
く
の
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

を
会
場
に
総
会
は
開
か
れ
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
の
支
配
人
は
、
立
命
館
大
学
の
学
友

で
も
あ
り
、
と
て
も
便
宜
を
図
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

東
北
支
部
と
は
北
の
青
森
か
ら
南
の
福

島
ま
で
の
縦
長
の
地
形
の
た
め
、
青
森
や

秋
田
か
ら
は
仙
台
に
来
る
だ
け
で
一
日
仕

事
に
な
る
ほ
ど
の
距
離
に
な
り
ま
す
。
そ

の
為
当
日
何
人
の
人
が
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
か
、
と
て
も
心
配
で
し
た
。
た
ま
た

ま
、
私
と
同
じ
会
社
に
後
輩
が
い
て
宇
都

宮
に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
本
来
な
ら

関
東
支
部
な
の
に
無
理
や
り
東
北
支
部
に

引
き
込
み
人
数
を
増
や
し
ま
し
た
。

純
粋
に
東
北
に
住
ん
で
い
る
人
間
だ
け

で
役
員
を
振
り
分
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
東

北
人
四
人
全
員
が
役
員
で
あ
り
、
副
支
部

長
が
会
計
幹
事
を
兼
任
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
役
員
だ
け
で
今
後
支
部
会
を
開
く

事
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
支
部

長
の
私
が
五
十
年
卒
で
他
の
役
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
年
ず
つ
あ
と
の
卒
業
年
度
で
あ

り
、
衣
笠
校
舎
に
同
じ
時
期
通
っ
た
人
た

ち
ば
か
り
な
の
で
、
話
題
が
共
有
で
き
る

と
い
う
強
み
も
あ
り
ま
す
。
今
後
の
課
題

と
し
て
、
な
ん
と
言
っ
て
も
東
北
支
部
総

会
に
参
加
さ
れ
る
人
を
増
や
す
事
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
立
命
館
大
学

機
友
会
東
北
支
部
設
立
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
、
酒
井
達
雄
教
授
、
田
中
武
司

教
授
、
大
庫
典
雄
機
友
会
会
長
、
島
田
泰

男
機
友
会
名
誉
会
長
、
並
び
に
来
賓
と
し

て
来
ら
れ
ま
し
た
学
友
会
宮
城
支
部
の
加

賀
谷
久
雄
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
史
郎
　
棟
友
合
の
思
い
で

庶
務
幹
事
　
藤
井
　
勉

（
昭
和
四
六
年
卒
）

昭
和
四
二
年
理
工
学
部
・
機
械
工
学
科

に
入
学
。
関
西
線
、
御
堂
筋
線
、
京
阪
電

車
そ
し
て
衣
笠
行
き
バ
ス
で
の
大
阪
か
ら

の
通
学
は
二
時
間
半
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
と

思
う
。
根
性
と
体
力
の
無
い
私
は
、
途
中

で
親
に
泣
き
つ
き
、
下
宿
に
変
更
。

こ
の
環
境
変
化
に
よ
り
、
授
業
と
通
学

だ
け
で
あ
っ
た
学
園
生
活
が
一
変
。
マ
ー

ジ
ャ
ン
や
パ
チ
ン
コ
に
加
え
て
、
機
友
会

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
。
時
間
的
余
裕

が
で
き
た
こ
の
時
に
出
会
っ
た
の
が
、
同

期
で
機
友
会
の
学
生
幹
事
を
や
っ
て
い
た

増
原
、
深
谷
、
横
尾
ら
で
あ
り
、
新
一
号

館
・
二
階
の
機
友
会
室
に
頻
繁
に
オ
ジ
ヤ

マ
し
、
何
時
の
間
に
か
活
動
も
手
伝
う
様

に
な
っ
た
。
そ
れ
が
今
の
関
東
支
部
・
庶

務
幹
事
に
つ
な
が
る
。

さ
て
、
当
時
、
機
友
会
の
メ
イ
ン
ワ
ー

ク
は
次
の
三
つ
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

①
新
入
生
か
ら
学
生
会
費
（
千
円
？
）
を
、

又
卒
業
時
に
終
身
会
費
　
（
三
千
円
）
　
を
徴

収
す
る
こ
と

②
親
睦
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

主
催
す
る
こ
と

③
卒
業
者
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と

新
入
生
か
ら
会
費
を
徴
収
す
る
の
は
、

入
学
時
で
も
あ
り
、
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
る

人
は
ま
ず
無
か
っ
た
が
、
、
学
園
紛
争
を

経
験
し
、
四
年
を
重
ね
た
卒
業
生
か
ら
の

終
身
会
費
の
徴
収
は
三
一
一
日
難
癖
を
つ
け
る

人
が
多
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
今
は

学
費
に
プ
ラ
ス
し
て
振
り
込
み
で
徴
収
し

て
い
て
、
確
実
に
機
友
会
に
入
金
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
酒
井
先
生
か

ら
伺
っ
た
よ
う
に
思
う
。

今
の
学
生
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
や
る

の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
、
機
友
会
の
主
催

す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
二
回
生
、

三
回
生
そ
し
て
各
研
究
室
か
ら
エ
ン
ト
リ

ー
が
あ
り
、
結
構
真
剣
で
、
機
友
会
幹
事

が
勤
め
た
審
判
も
大
変
で
し
た
。
今
の
学

生
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
や
る
の
で
し
ょ

う
か
。
当
世
は
、
み
ん
な
と
同
じ
こ
と
、

チ
ー
ム
で
の
競
技
に
馴
染
ま
な
い
学
生
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
サ
ッ
カ
ー
の
対
抗

試
合
な
ど
の
か
た
ち
で
、
「
機
友
会
主
催

○
○
大
会
」
　
は
生
き
延
び
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
じ
　
蛇
足
で
す
が
、
学
園
祭
・
後
夜

祭
へ
の
出
店
も
続
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う

、　Uカ

本
文
の
主
題
は
、
③
の
「
卒
業
者
名
簿
」

で
す
。
機
友
会
の
初
期
に
長
く
会
長
を
務

め
ら
れ
た
藤
谷
先
生
の
指
導
で
、
先
輩
の

坂
倉
さ
ん
、
山
陰
さ
ん
、
後
輩
の
坂
口
、

寺
島
と
、
卒
業
者
全
員
へ
の
往
復
は
が
き

で
の
調
査
か
ら
始
め
た
。
日
満
卒
の
先
輩

は
、
音
信
不
通
が
多
く
、
同
期
の
方
を
通

じ
て
の
調
査
は
中
々
は
捗
ら
な
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
、
集
ま
っ
た
資
料
の
整
理
を
、

機
友
会
合
宿
と
称
し
た
日
本
海
の
海
水
浴

場
で
二
回
行
い
、
ま
あ
ま
あ
体
裁
の
整
っ

た
印
刷
名
簿
を
発
刊
し
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
あ
れ
か
ら
三
十
年
。
最
近
の
機
友

会
名
簿
の
充
実
、
自
分
た
ち
の
年
代
が
名

簿
の
前
半
に
位
置
す
る
の
を
み
て
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
会
員
数
も
増
え
て

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
学
生
幹
事
の

方
々
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

一

　

〇

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
東
支
部
は
、
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当
時
総
長
で
あ
っ
た
大
南
先
生
の
ご
出
席

も
い
た
だ
き
平
成
八
年
九
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
長
谷
川
会
長
の
も
と
、
関
東
七

都
県
に
ま
た
が
る
重
要
な
支
部
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
言
っ
た
活
動
が
で

き
ず
に
い
ま
す
。
支
部
会
員
の
方
々
に
は
、

幹
事
の
一
人
と
し
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
ま
す
。
支
部
総
会
の
開
催
に
向
け
て
、

微
力
で
す
が
努
力
し
た
い
所
存
で
す
。

写
真
は
、
酒
井
先
生
、
大
内
副
支
部
長
（
昭

和
三
四
年
卒
）
、
庶
務
・
会
計
幹
事
　
（
藤

井
・
昭
和
四
六
年
卒
、
藤
田
・
昭
和
五
十

年
卒
）
と
有
志
（
中
川
・
昭
和
四
八
年
卒
、

松
野
・
昭
和
五
十
年
卒
）
　
で
昨
年
開
い
た

幹
事
会
時
の
記
念
写
真
で
す
。

滋
習
え
邸
だ
よ
り
　
回
想
と
現
状

え
部
長
　
級
谷
　
勝

（
昭
和
二
六
牛
車
）

支
部
の
設
立
が
平
成
四
年
九
月
で
、
今

年
で
丁
度
九
年
目
に
当
た
り
ま
す
。
理
工

学
部
の
草
津
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
時
期
、
草

津
市
内
に
住
む
山
田
先
輩
（
昭
和
二
二
年

卒
）
　
は
隣
組
と
云
う
環
境
か
ら
、
母
校
愛

に
強
く
、
県
民
の
誇
り
と
情
熱
に
満
ち
溢

れ
た
持
ち
主
で
、
秀
で
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
発
揮
に
よ
り
、
機
友
会
支
部
の
第
一

号
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
当
時
の
役
員
は
何
か
ら
手
掛
け
た
ら

良
い
の
か
暗
中
模
索
で
、
取
り
合
え
ず
会

則
の
作
成
を
始
め
、
会
員
名
簿
の
整
理
、

地
域
別
役
員
候
補
者
の
選
出
な
ど
前
会
長

を
中
心
に
協
議
検
討
を
重
ね
、
「
楽
し
く

力
強
い
び
わ
こ
機
友
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
山
田
前
会
長
の
意
志

の
強
さ
と
精
神
力
に
は
頭
の
下
が
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
に
し
て
平
成
六
年
に
は
第
二
回
、

平
成
八
年
に
は
第
三
回
、
平
成
十
年
に
は

第
四
回
、
平
成
十
二
年
に
は
第
五
回
と
支

部
の
総
会
を
着
実
に
実
施
し
て
来
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

そ
の
間
、
総
会
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
は

時
代
を
リ
ー
ド
し
た
実
社
会
に
即
し
た
講

演
会
の
選
択
や
会
則
の
一
部
改
正
、
会
員

名
簿
の
充
実
、
終
身
会
員
の
確
保
と
資
金

固
め
を
図
る
な
ど
、
精
力
的
な
軌
き
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

支
部
活
動
の
情

報
提
供
に
は
隔
年
毎
に
　
「
び
わ
こ
機
友
会

ニ
ュ
ー
ス
」
、
の
第
一
号
～
四
号
ま
で
を
発

行
し
、
支
部
会
員
相
互
の
友
好
と
連
携
を

図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
の
第
五
回
支
部
総
会
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
　
「
機
友
会

ニ
ュ
ー
ス
第
六
号
」
　
で
庶
務
幹
事
の
武
田

幸
三
さ
ん
か
ら
詳
細
に
紹
介
し
て
頂
き
ま

し
た
の
で
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
不

肖
、
私
が
第
二
代
目
支
部
長
と
し
て
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
設
立
の
回
想
中
に
も
述
べ
て
お
り

ま
す
が
、
前
任
会
長
の
業
績
が
偉
大
だ
っ

た
だ
け
に
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
案

じ
て
い
ま
す
。
現
状
と
し
て
は
、
先
般
、

第
十
二
回
幹
事
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
処
、

山
田
顧
問
に
は
お
元
気
な
様
子
で
出
席
さ

れ
、
協
議
検
討
の
場
に
入
っ
て
頂
き
役
員

一
同
、
安
堵
し
た
所
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
の
幹
事
会
の
様
子
に
つ
い
て
下
記
の
通

り
ご
報
告
致
し
ま
す
。

記

日
　
時
‥
平
成
十
三
年
九
月
十
六
日
（
日
）

十
七
時
～
十
八
時
三
十
分

場
　
所
‥
彦
根
駅
前
　
「
龍
城
」

出
席
者
‥
藤
谷
、
山
田
、
石
川
、
北
河
、

尾
本
、
山
元
、
藤
野
、
武
田

Ⅰ
　
議
事
内
容

一
．
計
報
報
告

会
計
幹
事
の
青
木
一
夫
氏
が
去
る
三
月

二
七
日
に
心
不
全
の
た
め
、
ご
逝
去
さ
れ
、

び
わ
こ
機
友
会
か
ら
は
生
花
を
送
っ
た
旨
、

報
告
の
後
、
黙
祷
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

た。二
．
平
成
十
二
年
度
内
容
報
告

↑
第
五
回
総
会
の
総
括
‥
名
簿
会
員
総

数
　
（
平
成
九
年
度
卒
ま
で
）
‥
三
八
六
名

を
把
握
、
内
、
終
身
会
員
‥
五
九
名
、
年

会
費
会
員
‥
三
九
名
を
数
え
、
今
後
、
更

に
増
員
を
計
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
。
会
則
も
顧
問
の
新
設
、

事
務
所
を
会
長
宅
に
一
部
改
正
し
た
。

に
平
成
十
二
年
度
会
計
報
告
‥
関
係

書
類
を
青
木
宅
よ
り
入
手
、
確
認
の
上
、

報
告
を
行
な
っ
た
。

三
．
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

甘
茶
計
幹
事
の
後
任
に
は
次
第
六
回

総
会
ま
で
の
間
を
尾
本
副
支
部
長
に
兼
任

に
て
お
願
い
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

仁
役
員
の
移
動
に
伴
う
増
員
が
不
可

欠
で
あ
り
、
緊
急
課
題
と
し
て
検
討
を
進

め
る
事
と
し
た
。

四
．
そ
の
他

け
終
身
会
員
の
増
員
対
策
に
関
し
て

は
、
勤
め
先
別
・
卒
業
年
度
別
等
を
考
慮

し
勧
誘
す
る
。

に
会
員
名
簿
作
成
の
充
実
に
関
し
て

は
、
立
命
校
友
会
と
連
絡
を
密
に
す
る
。

ヨ
会
員
（
特
に
終
身
会
員
）
の
消
息
を

的
確
に
把
握
す
る
必
要
か
ら
、
住
所
変
更

お
よ
び
計
報
等
に
つ
い
て
は
必
ず
支
部
長

宛
ま
で
連
絡
し
て
頂
く
こ
と
を
、
「
び
わ

こ
機
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
第
五
号
に
掲
載
し
、

協
力
を
お
願
い
す
る
事
と
し
た
。

Ⅱ
懇
親
会

会
議
終
了
後
は
、
中
華
料
理
を
頂
き
な

が
ら
楽
し
い
懇
談
会
に
入
り
、
今
後
の
課

題
を
中
心
に
意
見
交
換
が
で
き
、
盛
会
で

有
意
義
な
幹
事
会
を
閉
会
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
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京
都
史
郎
だ
よ
りえ

部
長
　
中
野
　
廣

（
昭
和
三
二
年
牟
）

機
友
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
各
界
で
、

ま
た
公
私
に
わ
た
り
充
実
し
た
日
々
を
お

送
り
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
の
京
都
支
部
は
一
九
九
二
年
十
月

三
日
に
設
立
さ
れ
、
現
在
会
員
は
一
一
〇

〇
余
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
支
部
の

様
子
は
、
坂
根
先
生
か
ら
機
友
会
ニ
ュ
ー

ス
第
六
号
の
支
部
だ
よ
り
に
て
、
第
三
回

総
会
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
後
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
。
役
員
構
成
は
、
支
部
長
以
下
、

副
支
部
長
三
名
、
庶
務
幹
事
三
名
、
会
計

幹
事
二
名
、
監
査
二
名
、
そ
し
て
顧
問
に

は
酒
井
先
生
に
お
出
ま
し
い
た
だ
い
て
い

ます。二
〇
〇
〇
年
十
一
月
二
五
日
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
役
員
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
新
し
い
役
員
相
互
の
理
解
と

支
部
運
営
に
あ
た
っ
て
の
話
し
合
い
を
お

こ
な
い
ま
し
た
が
、
食
事
も
含
め
て
な
ご

や
か
で
有
意
義
な
会
合
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
し
て
経
済
環
境
の
悪
化
す

る
中
で
、
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す

べ
き
か
、
な
ど
の
意
見
交
換
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
立
命
館
大
学
の
発
展
振

り
を
、
近
況
も
あ
わ
せ
て
私
達
一
人
一
人

の
喜
び
で
あ
る
と
し
て
、
確
認
い
た
し
ま

し
た
い
　
特
に
　
「
教
員
の
維
も
が
大
学
に
使

わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
な
い
」
　
と
い
う

言
葉
を
聞
き
ま
し
た
が
、
企
業
に
も
通
じ

る
究
極
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
お
お
い
に

参
考
に
す
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。
次
回
は
、

本
年
の
十
一
月
十
七
日
に
計
画
し
て
い
ま

す
が
、
年
内
に
総
会
を
開
催
い
た
し
た
く

取
り
ま
と
め
を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

次
に
個
人
的
な
話
で
恐
縮
で
す
が
、
機

友
会
の
発
展
の
一
例
を
報
告
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
の
勤
務
す
る
大
阪
産
業

大
学
で
は
、
本
年
四
月
、
人
間
環
境
学
部

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
設
置
申
請
の
た

め
二
年
間
、
学
部
長
候
補
と
し
て
よ
く
文

部
省
に
出
か
け
あ
れ
や
こ
れ
や
と
審
査
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
審
査
は
、
い
つ
も
有

名
大
学
の
学
長
ク
ラ
ス
が
主
査
、
副
査
を

勤
め
、
加
え
て
文
部
官
僚
数
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
末
、
い
よ
い
よ
今

日
が
最
終
審
査
と
い
う
日
、
緊
張
の
う
ち

に
審
査
室
に
入
り
ま
す
と
、
な
ん
と
正
面

の
主
査
席
に
大
南
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
す
。
お
役
目
上
、
代
表
し
て
多
数
の

質
問
を
な
さ
い
ま
す
の
で
、
初
対
面
風
を

よ
そ
お
い
つ
つ
冷
汗
も
の
の
答
弁
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
は
大
変
か
っ

こ
う
良
く
切
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
年
末
に
は
最
終
認
可
を
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
審
査
の
最
終

カ
ー
ド
が
、
い
つ
も
指
導
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
機
友
会
の
先
輩
と
は
、
、
、
文

部
省
も
粋
な
計
ら
い
を
す
る
も
の
だ
、
と

感
心
し
な
が
ら
も
立
命
館
、
ひ
い
て
は
機

友
会
の
発
展
の
お
陰
と
感
謝
い
た
す
次
第

です。
兵
庫
え
部
長
の
史
代
と

第
四
回
史
郎
総
合
の
開
催

史
郎
長
　
岡
村
　
司
朗

（
昭
和
三
三
手
早
）

平
成
六
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
兵
庫
支

部
は
、
本
年
で
七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
幾
多
の
役
員
会
を
開
催
し
て
、

「
兵
庫
支
部
だ
よ
り
の
発
行
」
　
「
会
員
名

簿
の
発
行
」
　
「
種
々
の
見
学
会
」
を
行
な

う
な
ど
、
積
極
的
な
支
部
活
動
を
や
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
二
年
に
一
回
の
支
部

総
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

機
友
会
兵
庫
支
部
発
足
以
来
、
兵
庫
支

部
長
と
し
て
、
ご
活
躍
さ
れ
て
き
た
大
庫

典
雄
氏
　
（
オ
ー
ク
ラ
輸
送
機
　
（
株
）
　
代
表

取
締
役
会
長
）
　
が
平
成
十
一
年
の
第
十
七

回
定
時
総
会
で
、
機
友
会
本
部
の
機
友
会

会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
、
長

い
間
に
わ
た
っ
て
、
機
友
会
兵
庫
支
部
の

設
立
と
そ
の
基
礎
固
め
と
、
会
の
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
大
庫
典
雄
氏
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
機
友
会
兵

庫
支
部
の
顧
問
と
し
て
、
ご
助
言
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の
後
任
を
受
け
て
、
図
ら
ず
も
私
、

岡
村
司
朗
　
（
株
）
　
ラ
イ
ゼ
顧
問
）
　
が
機
友

会
の
兵
庫
支
部
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
非
力
な
が
ら
兵
庫
支
部
の
発
展

と
機
友
会
本
部
の
発
展
に
貢
献
す
る
よ
う

に
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
機
友
会
の
会
員
の
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
四
回
、
機
友
会
兵
庫
支
部
総
会
と
懇

親
会
が
平
成
十
二
年
六
月
二
四
日
に
神
戸

市
立
農
業
公
園
「
神
戸
ワ
イ
ン
城
」
　
で
、

晴
天
の
も
と
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
、
機
友
会
本
部
よ

り
機
友
会
会
長
の
大
庫
典
雄
氏
、
機
友
会

庶
務
幹
事
の
酒
井
達
雄
氏
、
機
友
会
会
計

監
査
の
小
野
健
二
氏
を
お
招
き
し
て
、
ご

挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

大
庫
氏
よ
り
、
機
友
会
の
組
織
が
全
国

に
わ
た
っ
て
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
拝
聴
し
、
会
員
と
し
て
非
常
に
力

強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

ま
た
、
機
械
工
学
科
の
教
授
と
し
て
、

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
酒
井
氏
よ
り
、
母
校

の
現
状
と
新
し
い
展
開
に
つ
い
て
の
お
話

し
が
あ
り
、
立
命
館
大
学
の
限
り
な
い
発

展
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
同
窓
生
と
し
て
の

誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
へ
移
り
、
焼
肉
パ
ー

テ
ィ
ー
を
通
じ
て
、
出
席
者
と
も
ど
も
和

気
合
い
合
い
の
中
で
会
員
相
互
の
懇
親
を

深
め
得
た
、
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

平
成
十
三
年
七
月
八
日
に
行
わ
れ
た

「
立
命
館
大
学
兵
庫
県
校
友
会
の
つ
ど

い
」
　
に
機
友
会
兵
庫
支
部
の
役
員
と
会
員

が
多
数
出
席
し
、
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
兵
庫
支
部
は
支
部
活
動

を
活
発
に
行
な
う
と
と
も
に
、
他
の
校
友

会
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
校
友

会
員
と
の
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
校
友
会
員
の
皆
様
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
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九
州
史
郎
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て

思
う
こ
と

史
郎
長
　
石
格
　
徹

（
昭
和
三
五
牛
革
）

九
州
支
部
は
機
友
会
十
番
目
の
支
部
と

し
て
発
足
し
て
か
ら
早
く
も
三
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
機
友
会
ニ

ュ
ー
ス
記
事
と
一
部
重
複
す
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
九
州
支
部
の
歩

み
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

九
州
支
部
設
立
準
備
委
員
会
が
平
成
九
年

十
二
月
に
酒
井
教
授
の
ご
指
導
を
得
て
開

催
さ
れ
、
支
部
設
立
発
起
人
代
表
の
鹿
児

島
大
学
工
学
部
教
授
・
松
村
博
久
先
生
を

中
心
に
十
八
名
の
準
備
委
員
と
共
に
設
立

準
備
に
着
手
し
、
二
回
に
わ
た
る
委
員
会

協
議
を
経
て
、
平
成
十
年
七
月
、
大
南
正

瑛
前
立
命
館
総
長
・
学
長
、
島
田
泰
男
機

友
会
会
長
、
機
械
工
学
科
の
酒
井
達
雄
教

授
の
ご
出
席
を
得
て
、
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
博

多
ロ
イ
ヤ
ル
に
お
い
て
、
大
南
正
瑛
先
生

に
よ
る
設
立
記
念
講
演
に
引
き
続
き
設
立

総
会
が
開
か
れ
、
九
州
支
部
設
立
が
実
現

い
た
し
ま
七
た
。
支
部
長
に
は
前
述
の
松

村
博
久
先
生
が
そ
の
任
を
負
っ
て
下
さ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
十
月
に
第
二
回
目
の
役

員
会
と
支
部
総
会
が
前
回
と
同
じ
場
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。
機
友
会
本
部
か
ら
酒
井

達
雄
先
生
に
ま
た
ご
出
雁
を
い
た
だ
い
て
、

母
校
の
状
況
や
将
来
展
望
の
お
話
を
お
聞

き
し
、
設
立
総
会
時
に
大
南
正
瑛
総
長
・

学
長
よ
り
お
聞
き
し
た
設
立
記
念
特
別
講

演
「
立
命
館
A
P
U
の
創
設
と
立
命
館
大

学
の
新
展
開
」
　
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
。
母
校
の
発
展
ぶ
り
は
も
と
よ
り
、

大
南
先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
呼
応
し

て
母
校
の
教
職
員
が
母
校
の
発
展
の
た
め

に
如
何
に
素
晴
ら
し
い
働
き
を
な
さ
っ
て

い
る
か
を
目
の
当
た
り
に
し
、
敬
意
を
表

す
る
と
共
に
、
強
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
回
の
総
会
で
は
、
松
村
博

久
先
生
か
ら
の
支
部
長
交
代
の
申
し
出
が

あ
り
、
慰
留
の
甲
斐
な
く
承
認
さ
れ
、
は

か
ら
ず
も
私
が
松
村
先
生
の
後
任
を
引
き

継
ぐ
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
器
で
な
い

こ
と
を
私
が
一
番
知
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
母
校
の
お
か
げ
で
、

そ
の
礎
を
築
い
て
く
れ
た
母
校
に
対
し
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
思
っ
て
お
引

き
受
け
し
た
次
第
で
す
。
会
員
の
皆
様
の

お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
・
第
二
回
の
支
部
総
会
・
懇
親

会
を
通
じ
て
、
支
部
活
動
の
大
切
な
キ
ー

ワ
ー
ド
は
会
員
相
互
の
親
睦
と
母
校
と
の

連
携
で
あ
る
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

個
人
的
な
出
会
い
・
体
験
と
し
て
、
支

部
総
会
・
懇
親
会
で
言
葉
を
交
わ
し
た
機

友
会
先
輩
の
娘
さ
ん
が
、
私
の
現
在
勤
務

し
て
い
る
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
先
輩
が
大
変
身
近
な
存
在
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
同
学
事
務
所
の
課
長
が

機
友
会
九
州
支
部
庶
務
幹
事
と
元
企
業
勤

務
時
に
同
僚
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
、
以

後
、
そ
の
企
業
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
三
人

で
参
加
し
た
り
、
メ
ー
ル
で
情
報
交
換
を

し
た
り
、
同
窓
生
同
士
の
繋
が
り
の
不
思

議
さ
、
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
出
会
い
・
体
験
を
多
く
の
会
員

の
方
が
な
さ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
会
い
・
体
験

を
通
し
て
連
帯
の
輪
が
広
が
り
、
さ
ら
に
、

地
域
毎
の
輪
と
輪
が
一
つ
に
な
っ
て
大
き

な
力
と
な
り
、
母
校
と
連
携
し
て
そ
の
力

が
生
か
さ
れ
た
ら
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す。三
二
年
草
　
同
窓
会
を
開
催

魚
住
　
周
弘

（
昭
和
三
二
年
卒
）

私
達
、
昭
和
三
二
卒
業
同
窓
生
は
苦
節

の
歩
み
と
共
に
広
範
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
人
が
多
く
、
ク
ラ
ス
会
も
三
年
毎
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
時
の
経
つ
の
も

早
い
も
の
で
四
四
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
今
日
を
迎
え
ら
れ
る
の
も
前

任
幹
事
さ
ん
の
お
力
添
え
と
皆
様
方
の
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。

本
年
も
二
一
世
紀
を
迎
え
て
平
成
十
三

年
六
月
九
日
土
曜
日
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ

ル
・
飛
雲
の
間
に
於
い
て
参
加
者
三
十
数

名
と
恩
師
の
寺
石
稔
先
生
、
現
職
の
酒
井

達
雄
先
生
を
お
招
き
し
て
開
催
致
し
ま
し

た
。
受
付
は
午
後
五
時
で
し
た
が
、
出
席

予
定
者
、
全
員
が
仲
間
意
識
の
協
調
、
万

時
心
得
た
方
々
で
誰
一
人
も
遅
れ
も
無
く

皆
さ
ん
元
気
な
顔
で
集
合
し
て
い
た
だ
き
、

感
心
す
る
と
共
に
喜
ば
し
く
存
じ
ま
し
た
。

開
宴
前
に
は
、
此
の
度
御
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
酒
井
教
授
の
経
歴
と
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
　
「
金
属
材
料
と
新
素
材
の
信

頼
性
工
学
」
　
の
研
究
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
続
い
て
酒
井
教
授
か
ら

理
工
学
部
の
近
況
と
機
友
会
の
全
国
ネ
ッ

ト
の
支
部
組
織
が
出
来
た
ご
報
告
、
今
後

の
活
動
を
詳
し
く
お
話
頂
き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
記
念
撮
影
の
あ
と
、
寺
石
先

生
の
乾
杯
の
音
頭
で
歓
談
に
入
り
ま
し
た

が
、
冒
頭
に
物
故
者
　
（
十
三
名
）
　
に
対
し

て
の
黙
祷
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
た
。
続
い
て
　
「
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ

ン
パ
ス
」
　
に
関
し
て
事
前
に
上
田
武
嗣
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
理
工
学

部
の
拡
充
さ
れ
た
設
備
、
展
望
室
か
ら
眺

め
た
学
舎
等
、
ビ
デ
オ
で
ご
披
露
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
節
酒
井
先
生
に

は
ご
多
忙
の
中
を
ご
案
内
賜
り
誠
に
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。

会
場
は
歓
談
し
な
が
ら
も
、
数
人
の
代

表
者
よ
り
懐
か
し
い
思
い
出
話
、
近
況
を

お
話
頂
く
な
か
、
当
日
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

が
B
K
C
の
学
生
で
益
々
緊
密
度
が
深
ま

り
雰
囲
気
も
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

最
後
は
松
本
博
文
さ
ん
の
御
支
援
に
よ

り
現
応
援
団
の
学
生
さ
ん
数
名
が
特
別
参

加
し
て
頂
き
校
歌
、
応
援
歌
と
共
に
大
合

唱
と
な
り
、
会
場
は
い
つ
し
か
　
「
衣
笠
の
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空
気
」
　
が
充
満
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

午
後
八
時
過
ぎ
散
会
と
致
し
ま
し
た
。
引

続
い
て
二
次
会
に
移
動
し
ま
し
た
が
現
職

を
離
れ
ら
れ
た
方
々
が
多
数
参
加
さ
れ
話

題
も
変
っ
て
、
今
後
の
人
生
を
語
り
合
う

場
と
な
り
、
お
互
い
が
充
実
感
を
持
っ
た

人
生
を
歩
む
事
で
閉
会
と
致
し
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
方
健
康
に
留
意
さ
れ
、
衣

笠
で
出
合
っ
た
仲
間
を
大
切
に
次
回
も
元

気
な
お
顔
で
お
目
に
か
か
れ
る
事
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
末
尾
に
な
り
ま
す
が

母
校
の
一
層
の
ご
発
展
と
共
に
機
友
会
会

員
各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

杉
本
・
笠
井
合

「
杉
本
先
生
を
し
の
ぶ
合
」
　
行
わ
れ
る

大
金
　
普

（
昭
和
三
二
年
卒
）

去
る
三
月
十
日
　
（
土
）
　
は
、
杉
本
先
生

の
七
回
忌
の
ご
命
日
に
当
り
、
機
友
会
ニ

ュ
ー
ス
の
創
刊
号
に
も
掲
載
の
あ
っ
た

「
杉
本
・
笠
井
会
」
　
の
呼
び
掛
け
で
　
「
先

生
を
し
の
ぶ
会
」
　
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た

の
で
紹
介
す
る
。

当
日
は
、
ま
ず
生
前
、
杉
本
先
生
に
公

私
共
お
世
話
に
な
っ
た
　
（
お
仲
人
な
ど
）

方
々
、
十
五
名
余
が
午
後
三
時
に
叡
電
出

町
柳
駅
に
集
合
、
先
生
の
眠
ら
れ
る
八
瀬

の
地
に
向
っ
た
。

道
中
、
三
々
五
々
に
思
い
出
話
を
語
り

合
い
な
が
ら
墓
前
に
到
着
、
献
花
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
と
近
況
を
胸
に
秘
め

て
、
順
次
お
参
り
を
行
っ
た
。

さ
て
、
主
行
事
の
　
「
杉
本
先
生
を
し
の

ぶ
会
」
　
は
京
都
ホ
テ
ル
で
午
後
五
時
よ
り

行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
、
内
燃
研
や
自
動
車
部
の
O

B
、
ま
た
個
人
的
に
も
お
世
話
に
な
っ
た

人
な
ど
、
幅
広
い
年
層
の
方
々
、
六
十
有

余
命
が
集
い
、
誠
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
け

会
は
、
幹
事
の
挨
拶
に
始
り
　
「
杉
本
・

笠
井
会
」
　
の
経
過
報
告
に
続
い
て
、
「
杉

本
先
生
を
し
の
ぶ
黙
祷
」
　
の
の
ち
、
立
食

形
式
で
行
わ
れ
た
。

そ
の
間
、
各
年
代
を
代
表
す
る
方
の

次
々
の
思
い
出
話
を
聞
き
な
が
ら
、
出
席

者
一
同
、
そ
れ
ぞ
れ
に
在
り
し
日
の
杉
本

先
生
を
し
の
ぶ
の
で
あ
っ
た
。

会
は
途
中
か
ら
年
代
を
越
え
た
交
流
や

親
睦
の
場
と
な
っ
て
、
早
春
の
一
夜
を
三

時
間
に
渡
っ
て
盛
り
上
り
、
閉
会
に
当
っ

て
は
、
全
員
輪
に
な
っ
て
校
歌
を
斉
唱
し
、

再
会
を
約
し
た
。

お
わ
り
に
、
杉
本
先
生
ご
退
職
後
二
五

年
余
を
経
過
し
た
現
在
、
な
お
こ
の
よ
う

な
大
勢
の
教
え
子
に
慕
わ
れ
る
杉
本
先
生

を
改
め
て
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

青
木
一
夫
氏
逝
去

び
わ
こ
級
友
合
朗
周
　
山
田
え
助

（
昭
和
二
二
年
草
）

当
会
役
員
と
し
て
創
立
以
来
ご
尽
力
下

さ
っ
た
青
木
一
夫
氏
は
平
成
十
三
年
三
月

二
五
日
急
性
心
不
全
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま

した。同
氏
は
機
械
科
学
生
時
代
を
戦
中
、
終

戦
、
戦
後
の
非
常
時
に
過
ご
し
、
機
友
会

の
中
で
も
「
ひ
と
き
わ
」
結
束
が
囲
い
と

し
て
評
価
を
得
て
い
る
二
十
二
機
会
　
（
昭

和
二
二
年
の
卒
業
生
で
組
織
）
　
の
会
員
と

し
て
こ
の
五
十
数
年
来
、
共
に
母
校
の
発

展
を
見
守
っ
て
き
た
同
志
の
一
人
で
あ
り

ます。尊
敬
す
る
親
友
の
悲
報
に
接
し
誠
に
感

慨
無
量
、
痛
惜
の
感
に
堪
え
ま
せ
ん
。

ご
葬
儀
は
平
成
十
三
年
三
月
二
八
日
、

大
津
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
に
青
木
一
夫
氏
の
生
前
の
ご
功
績

を
偲
び
ま
す
と
共
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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機
友
会
ニ
ュ
ー
ス
も
、
平
成
七
年
十
一

月
二
六
日
の
創
刊
以
来
、
年
に
一
回
の
ペ

ー
ス
で
、
今
回
第
七
号
を
発
行
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
各
支
部
関
係
者
や
会
員

の
皆
様
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
原

稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
よ
り
良

い
紙
面
を
目
指
し
て
、
努
力
し
て
ゆ
く
所

存
で
す
の
で
、
幅
広
く
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
清
祥
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。


